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ルベ7韻γグ姻1作／i三麹．た嚢鐸津」ず扇聾輪沁勧宝、納，この騨晦鋼、咽転によつて震勤糞む果

が生じヌ、バイブも／一タは，特別なエー器覇波数鐙換羅から三三三嶽’鷺○○ヘルツ交流鵠ボル1・を

供給さ鍮．』でい《〉、この竃鋤機の闘転速度感，7（x｝陣μ繍暮｝’，蒲沁車鯉象、藝勤瞭一メソi臓㌻
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　麹瓢年の春／為この振勤採混鞍　ツ連／！輝1牌アカデミー一海洋研究所．犠海調査研究熟テーシ黒量

酒篭おい鵡水深4～細，潭麟．蕊憩、3濃の制轡ぴい實翻／，猷　，この研究ステーシ

繋yグ）調査船臼・ルミ艶瓢論一一ク号」導倉トソが粥い菱：）れ夢1一駕変換器をこの船←1二紅おき，陸

．．ヒからケーヅノジ霞諺テ1＿洪｝給してい熟、そして，響は潜ガくジ幾紅よつ獄ぐ掌毎底紅墾繕i遣繋登置き露黛、多

潜水夫融合図範よつ“ご璽、流を流も鷹ところ，　欝～慧○秒でそ礎）管は圏少叢葱貫いて1礫盗1違しノた。

採取した難わめて密な灘アを測定した条、饗によると，ど毒擁齢合で｛、、器アの長さは感贋中紅沈下

した艦グ長さと実質的に／鱒じであぜ》た。、

　欝繊年に乎ま，　置kWの交流電勤、幾を基紅して作菱勲、た特殊なバイブレータを．．け激一震動管

の開．発瑚モデル薄用、緻された（そJ　l源韓1藷20ボル1・§○ヘルツで穿この舵ツトの中紅3、驕力

劃）灘s一難移鋤発竃機がつけられ、た，、

　採泥管の構遣の籍1二究とi懲時に》建1築二i歎の分野で響拶糞され四ぐいた．勤沈貰鱗幾および磯購欝ぴ）沈

下する際の底質移動の研発が続1　れた・縛知）よう範，沈下する鋼管内の底質）上限は，常

1こ自然婁）薫蚤鐵騨）一無癒糞よりも低くなる。すなわち，謙岡欝の沈一ド辮、腰，より蓬、濃アの多遷さ1感常に小さ

くな≧、〉。鵜の差は，打ち込み，押し込み，　葵殿、1職等の沈下方式の違い続よつてノ繊！），㌧蜘た

この藩は鋼管オ深く沈下博一る1廓汽て大きくな為。しばし．ば，鶯響の長さの蟻加｝養『る割合は鋼

襟確）聾ピFが影態いていもドも一定段階こな熟と一・／／蔓に小審くなる、、鋼薄1遺底質中に翌完隠ぐしながら底

質》ら1導箇形のごガアを・切り取り弊その際坪緬ア韓；鋼鴛鷺こ対しいぐ、h方に運勤す誹，しかし褻雛如難

の激Lい打繋範よ毒葦》打ち込みや押し込み紅よ》ブぐ沈下きせツ時，・一，よ，攣，縫 薫に接する底質麟は壁

紅対“｝ほ燦擦力の／動きで下に押されて：！ア黛体の運藪縛払遅れる、鑑の鋼窪響中の麗アの簿鍵察プン

の大ききぎ，柔，鋼1 ，洗底質、　’接触鶯積，底質と鋼鉄馨、1こび底質と底質との閥の摩擦係数，管蕪

紅対する底質の圧力（底質の饗：と摩馨、、角。、蝋びその狂縮鼻程慶によ）て決廉メ）に依存す

る。饗アの緻密化と斑縮はかなり、、撫速にす』む　その理曲感，海薮の底質を作る各岩石鉱物粒

子の黙蟄こ二隙がなくて実質的籠は疑溜llきれないわけだ｝参曇鋼管と一麟墾、㎜底質が移灘1する際に鴛

アから水を押出すこと1、二よザ　鐸起、壁）ためである，，しかし，鶯ア密度が上から下へ増加し、，鋼

管薦動く沈下力が底質を鋼管戯譲1雪込む状態とな！），そして鶯アが鋼唱、迦醗欄ぴ癒い栓、一な≧、）

可能雛三竃）る。　慧のll寺婦こ，鋼管の1末端で纒密な耀穣1雛郭らなるいわゆる緻轡核（z蕪轄慮崖きig箏（））

を盤／ツ，鋼管がさ獄纒動しても，こ匿）核轍壊1馬ずに連続的7惚．栓となゾ）て，鋼欝は底質中に

望慮m下」糟る。

　鎖蹴鐸力ζ潟ゴヂ摩…ゐ1際轄事蒸ふ．、葬嬢こ、籔ザて1雛ア治糞薗臨潮鍬挙る欝章糞騒　1／1二とは鋳奪なる、ぐ、難．讐鯵に，款ノ．）て暴難

織L豊織鴛ヌφ連結、製こわれ，権穿蕪義紅沿う鷲アの餐聾／漿力は鷲アがその麟載鋪讐の重きのプ姓1めにF轡獄こ淳｝

勤・漆韓蒋し凍台める奏気瓢ノあさい，濃フ縁よ鼎ド部と劃醗鍬ゲ下嚢，隷il㎜Fにあゾヒる懸；質罐1　襲＞ら才じぐいる，、

tノか毛要　ごの擢〔1ぐ総濃影麟《繋灘」桑　蹴け鵜ためにき　この騰　・難三つている繋牽畢謂鍮二許の連凝1もゆ鵜め

られゼ）、、そして夢慣ア薪纂　ま灘アが長くなるにつ勲，て糞魯加し，最後に慧アを支瀦．ている底質

の粘性力罫一動によ一ぐ減少し夢賑質力砕かれて鋼餐内に入らないで外壁轍沿ぜて髄咄溺貸、る瞬

間が盤董じてくる。　聡γφ長さの増加紛瀞1・禽韓：，　こ｛乃1瞬1㌶から犠靴露》してくる．

　鋼管讐蔭．鯵で沈下させ騰際紅慧アむ破襲され添ことン腿明らかとなザ究たので，乏動管の構遣を

再検討L．なければならなぬ　・た、，驚懲年の初めに，蓼、勤管の構澄を検討し．，灘アを支え，かつ

鋼管が沈下す｝際鵜海底に対し、て灘アが沈下しーないよ1》にす類ビ．熟トソを用いる鑑ととした。

このビス1・ソは鋼鉄製の八角形　水平な台、ヒ靴ラ蜘られた灘本の藁1薩な管製の支柱一導柱一を

デないだ上部の横桁紅索綱ぴ昂り下げられ，ている。鑑れらの導柱続沿つてバイヅレータを9け

た滑勤小1彗鶴）藩薄争動する。この／l、動小1擁筒の下嚢／験こ漁ま婁特別な旛動伝灘力羅があり3　灘ア管力叢ご

勲、にねじ込齋才して∫い屡。ノミイヅ似ぜストソ織翼が濃撃難蕪に艦！i、丸〉て、／ナ頓れた1轡靴1は豊台は警1海底に聾　ピ

熟墾ソ鰺：膿ア管ぴ）下部紅導、曇）る．ビ業トγ索綱は．Lプ享に神びて／、夏、鋤伝灘懸1翫塾ら繊さオ芝、，溺動小1遡

筒につ1ナた2つの小滑車を経．てパイヅひ一一タ癒華謹1懲し婁一横桁に1遡定されている．

　電絡す鄭とバイヅレータは勤識冶める。バイブレータの羅勤は滑動小円筒から灘ア管に飯わ

7馨一（懸慧〉



バ『イプ貿スじ蟻／難，、挙（癖本郊ン、の

り，パィブい嘩をのせた滑勤小酢、1捻ア管瞳唾で下方1こ沈下す恐、、採泥器の不動部に）

なが濯！ぐいるピ熟トソは同じ位鐙に留ま恐、，その位1鐵．縫鋼、．．1ヌが満眠轍設膿された時の位藤』ぐあ

る。、こうすると簿　獄ア1噛ピストγに鱈幾．畷誤ナ騰離た、よい）になり，　ビス1・γカ／三）慧アが離れるの

は次麟券館こ限叡し、る．すなわも，罪質繕う黒下から紛宅1動く灘蔚／慧気蕪戯離1似麟翫．

る場含であるが，一・脚駄は，諏涯力の大諮はガ鳶1．〉llを，翻遡えている（ガ轟戴蹴

の蟹能性が少ない）．

計算例．水深工．舳の所で／ごストソ（瞬1櫨磯酷壌躯酬に、柔つ｝て廠質二まアがi郊，鵠る力

蓋憶，大郊塗灘に茸鋤ン群幻鐙櫨の比璽、二．1こ敬繊瓢伽の郵麹水！三研1堺レほ㎏／繍鐸

からな蕎．し／たが・て，F一（愚撫＋，薦yの×ざ一ε蝕ぎじ難漆弐，水瞬二購瞬璽鍛1毒

底質の，比重聡加贈◎ア畷藁さ鋤の時耗は，駄騨平均であ護），、

　び）例では，ピ，数トソの支持プ麟漁ア醸画の約群綾1疑ブG渇。こ診力は水深と・拙類こ増

し，㍑ア融長さとともに減蕎．

　驚3畷鰯年における1驚洋研究所ひ実験によ標）て管長驚．騒ゾくイブ1慧ビストン採3雛器の

最初の黛デルが試作された．篶動作ノ・腔起こすた暴確嬬，獅麟羅）震鋤管にノーlilい鋸耽意w

のバイブドー、タが牽獣獄さ薩㌧た，，　こマ新採溌鷺翫菰，欝騒鱗藍鞍月套驚毎洋／縛究f響黙域驚譲馨謹蟹遜！発ステ

ーシ鰐ソ所鵬調査瑠憂ドアカデミータい潔ル潔繋フ号」に煮りぜけられてテ熟i・さ戯た。

　、渥験の時期に悪天と強風が続き，灘黙地区摸海洋地区に明らかとなつている海浜の砂騰に対

いぐ採1縢を験す吐はい姪きなかつた納そのために，各榔、撹模．）砂顔穀鰍、身な蓄戴質を堆

積するゲ“ソドジィクスキー湾1賑　　’噸実験で止塁熔ナればな、らなかつノ，あ鄭場禽の獄殻麟

の厚さは20鷺m以1二に達し，讐験地の水深は7，甑三以下「であザ“）た。，

　採泥器の作業は調査ll摂アカデミづ・シルシ鷺フ制の嘘1舷岸潜で織無われジごのマス

トには躰灘畷綱（二轡鯵鋤郁展、ので行凝欧が，麟獅煎媛変㌔．湯し潟が獅綻
れ、た．親7管を調査船から引出し，水中に降し，それからバイブレータ／ご　繕し，バイブ射一

タを作動しながら海底歓据えひけら嶽．た。、彗、，付！後難～欝分で電流を切靱　聡ア管を引出し，

甲板に一牡二げた。，底質喋量から灘ア管を「急続引．玉ニュげ」嶺荷雛は…一般硫きわめて大蓉いが鉾傷撒餌

灘礁αが船になかつたため測定で懸なゑズつた。　したがつて寧引誘友き駈一メyトとして船の傾

斜から傾斜讃・を用いて観察するほ鎗な漆　、ザこ、，船の吃水の難による修正を行な　 た表てy熊さ）翻

《頼斜計の示瓢洩，樹生の計．算を加え嚇鶴忍し麟1職麟健煮い』まゾy堺・1蟻電酬灘荷

重を長くかけすぎないように，篇ア管駕短かい時問で引上げるこ二と紛灘鱗を入れて確認し㌧轟け

勲・ばな穆ない．また，鷹質麟オら驚，ア管を引抜く時，竃勤機を少し麟1親せながら行なう場禽

も漉ドニ〉た。

　全部で撚臨継ア管を沈下溢一紘た、、その異欝鰯憲ピストソなしド魏鷺i鶏はぜストソイマ1＾だつ

た馨ピストγなしの作葉麟ま，底鋤キ窯瞬醸懐1兜下零せた深叡論駄靖三で鳩⇒マ職さ

は○，懸驚以下であつた、，ぜストソ付導）場禽では，　獄アの題雛と購ア管　眞慮下深，魔とあま弩差

がなかつた、，すなわも，セ継、トソ付で犠γたll寺の覇の黛趨炉ア管群枕下深度・漢鄭蟻・こ

同じ，である～二認め撫ことが・、き鳥．その販長の慧ア薩密な愚砂煮貝穀購続）な腿　翼アの長瀞

黛．塞騰で，職ア管の沈下深度1・鵡．恥ギ醍）つた（表参照、）、，

　獅畔にバィヅ麟鉱1・ソ／薬泥器の新量．托デルの試作が箏爺成し，そ麟翻敵鯉錘ア鴛ヌ

の
．

翼験で明らかとなつた欠陥を改良し，か鷲，騨ア管に付爆鷺動る仕欝を楽紅し塗単華屯化す懲 …

連の建設的な補足が行なわれ，バイプレ…タは変更藍．治，〆なか㌦i）た，、

　欝灘年闘，引渡Lノ試験の終了後，この採泥器は基磯餐なバィヅぴ確を除い鳴論・で　

ベスキー（短、翼．N贈騰麟〉の撫導窮）下に欝AN欝、晦調査地質部へ引渡された，、さら篇

躰wのバィプレー一タが有月ll鉱物物趨、懸、認 菱研究勝（韓鵬鞭、P）研究懸によつて鷲藍騰され貢闘発

条｛卑凱ついてのも　　と露筆しん　響鎗吾爽をす葛ため瓢縫鞍述嫡）調農こ渡強，舞，た難

　　コ彊ア管趨雛上でも働鷲れ、，ぐ蔚．）ため醐舞殊な童斜、誓螺慰郷器幅3．騒儀昂湘冠濃

7マー《繍）
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ゾ，この捲華機疑ノ、茎人8カで組立・分解お。よ二び運搬を随時行な　　　とができる，、

　欝欝年毒1購月～｛1月　1、1・欝瓢よ1二痛鄭・海とそし麟1． ヒで，．豊、として緻密質綱ξ　），充分

矯驚，．⊇　　博ド’｛・た砂（擾殻鐙小礫馳水分の少ない粘土ξ鋏む）か・らな　盤3本の盤アを採．茎睾経
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／薬1尼；器㎜1～、多命名茎薄黛ゾ急、

　v誉》纏雀㌧一馨趨ノくイフ㌦窯ぜストン墨裟鍾蕪誘1　よ，幸慈霧驚凝）！》ヤ！導○鎗三訊自下‘冬シ　農・一）61論ぎ辱嚢びぴ）嫁封1講慧

ア獲葺譲倒撫す曼　むらl　l没鋼閥された；1滋質ノ棚．桑　　　多葛　　賀ア鷲二馨“3窮、iコ交1竃　　毒／幾藁蘇璽懸1さ｝！嘉泳二窯～

3k、擢6．）ベイτ〆レ～一タ1こ、、k擢　ぐ蝋1驚輔さ葦隈ズ紀茎ザる，　一 …離も（為餐馨溌、雛華こ穏1，璽》3黙s一一一馨ンなし、し峯隔）嵐響鴛呂
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　5轡勤郭卦驚筒　1算準餐釜し、ゾ慧蕪三燕コ1ギ　　蓬蓑　　藁ち晃ヂ壕慧こガ1幣2／》・　　郵』　らガ　満、こ財．）1．嚢（ノ）一．1瀦．1　韓

詳葺濯ノト’鑓ノくイヅトレ　ーfタご治寵と網）ら諸窮て馬・てシ　2　　ノくぜ：〆レ・一タご．ジ1℃1二1し重ノ評イニブレータ｛7）雛／り紅、二ど

、蝉・トソ」．）肇載離蝿を｝棄くノ慧鍵）モフ）黛一）4）弓畔跨　峯“と1）ψ　1一ぐ爵）鷺　ゑ争鑓瀦：i評藁，こ｛豊薩鐙づ 盲も弓・淳1奪藁灘　ヒに

郭、聯働絹金！，妻轍があり3榊煽煽纏擁げコ芝の左1滞闘1《産1ゆ！ギぐいる。このテ斑編．粥は連

　　　　　　　　彗こ二　　き’1ナらぎし争　、．二　毯1、ぎ1彗乙鎌糞船～1懐ラ1｛デ、1」）ノご鍵廉擁癌、．i韓鉋・、〉・素離礪力玄賂／ノ醗さ

麟、てマ・鷺）。　こ雛）馨縫熱騰篭　1くとう耀戴茅予“1．糞　・ぐ）て賃縄繋力頚1ラ“二配しど三並ii辱欝ヤ廼ll艮こ鷺鋤し，　ドゴ1麺で1講華勤

ノ騒 ／贈ギ．ス1・ソ用索綱を小肇霧，縦押しつげ蟹ゴストソ用繍解螺勤をとめる⇔こパ．スト

ソ撰索綱φ運轍を、配めるむ，柔，㍑アグ紹鶏質から蓬暴ミく時瓢，ピストγが下つて採取1二エア』、ご失わ

な、ず・ため轍必要であ≧も，、鯨贈顎の『下霧1玄欝動鞘1…畿む　一’・！、，　が嘆，ヤ、／＿の彗、驚、脊，こ、⊇1、調じ込ま

謹1ごい1、ヌ、、　こジ）華霧欝l／こ。紅畷）て，　潅箕窒箋を夢1． Lけ隔ひ異ごと／、二驚ア磁；を芦纂、じ曲1、ヂて『窟アを謡演くこと｝態く

？呂一（藝遜4）
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　　　　　竃．　驚ぞ轟響爺吊勢 『瞠ず1払れ唐＝黎ア構：

　　　　　窯や　／蕉馨鷺中紅、毫激一ド／悟♂て誓、る雛ア∫終

　　　　　3．　器ア蜘／騨．露欝の；蕉

鮮ぎ芝麟　　 バ　　 プ捻　鵠脇．汎　i・　ン／蟻1驚督驚の．箆殺文騒

垂薩位置から水平位置になおすごニガこできる。

　導軒　滑勤小門筒がそれ1こ沿つて動くため為　雛ア管を叢藏位置に保つためのも◎である。

導秤の㎜ヒ方にはとりはずし、藤！，）できるメ凱スガィがつい剛レ・ξ5、、　こ覇，）カヌ・ガィには，蓬巻．、1諦幾索綱と

その索綱を通すための窓がその中央にあいてい恐＿ヵスガィの下の左手，には小濃車があり，そ

の小溝劇を灘つて1嘉糧・ソぐ嘆翻が鱒1粁瞬藤備“その索綱は重量烹1肇灘の滑戟輝一アご導粁

癒〆滋た鼠び ヒププに」憾1薦　その欝障麟講曙）擁ミ糞嶽1強カスカ“イ靴闘定自き羅もてい難》a藁1養il二穫蕉篠雪鑛1賦）幅 ド餐1聾こ藩寒

索綱制御器が織定され，この索綱髄纐器の下端は小台上に繊定されている，この重巌平衡錘の

役縫は，　驚ア管を底質から弓卜扶く聴・に．，　ぜストγ索綱を、、虹じらブぜず，　もつ勲懸せず，　弛みを泳、：

ぐ燃こと紅．あるぴ索綱瀞1御器は磯鍵嚢搭ド糠1錘の．、ヒ方へ財二）運動を喬樋1舞す蕎ためのミもの，すなわち濃

ア管が底質中紅沈下した時に 重量平衡錘は導秤の中央にあり，索綱制榔器は伸びてピストソが

不動になる，，鷲ア管を底質から引抜く1痔は，　ビ．ストγ索綱のゆ蒸みをノ讃ぐりよせ癒がむ，業疑殿

単衡錘を下匙，ヂる。採漏管を甲板上で組立てる時に／慮，澱動小円縞は1下靴降り，ビ．ストソは濃ア

管の下嬬にあつて，璽量平衡錘は上方に上り，索綱制御黛紅）下端は外いごある・

　禽　慧ア管を海．底に携つけ鵜ためのもぎ。）で，角鋼で1容接寒れ、・ている、，台轍ボル｝で達結1、．た

講半部か艦轡，そ¢檎きつた形1溺叢灘で八角形で凌鵡、，“　　　　　　　紺

7雛一（難藁導）
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に韓難猟撚の鎌rl鉄警匙欝分解！二難驚勇宝溶翻汽．てあり事この撫蟄こは慧ア・管が1愚るための擬葬麹も．漢繊小鱗斐

　　　　　　　　　　　　舎の角の下榔に章，柔，船ぴ．）舷と甲板を打！撃による損傷力・ら1坊ぐための

木妻製角材がねじどき～）1〆・“ぐ凌）慰）．

　バイプレータ　外醸を黛とんど繊定子の鉄製はめ込みまで削り，鋼鉄製量根で覆つた厚板鋼

鉄製のカップ内に紋められた標準型2～3獺交流電勤機を傭え℃いる。このカッヅ内紅浸水し

1ない，籔う続，カッヅと蓋の間には，環状ゴム製パッキソク“が入つている、，蓋は中央のネジでカ

ッヅに締めつけられるが，鑑1のネジは横桁範犠、ねじ込象れ，横桁の末端は盆つの突出した耳様

体となる，、この：響慧カッヅ1こ溶接さ勲．，それによつて蓋とカップのすべての搬触部に沿つて蓋

は一様轍押しつけられ態，，バイブレー窮への電源の供紬は，藻込みプ漫グによつて三線ケーヅ

ノレを通して∫行なわれ難），　捻ソ癩ソト糞勤寿ッヅの一1こゴこつ／ナる。　カッヅ韓：祠1ニゴびから“積麟綾》オニめの垂薩

鑛ふぐ）け，この錨環に捲揚機の索綱が固定されで♂・る．カップとヅラグ・黛ン電ソトの構鷺は

必要とする機械藍i勺強度とバイヅレータを繍○○凱め水深署鎗尋沈めた時に水が浸入しないことを完

1全鵜／呆講三し｝ぐい難、、

覆）一（蓉遮彗）
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　．パィブレ～rタはi晦脚ll職紅驚つず》鎗ぶ4、つの鹸心／，縫もつ｝ξい螢、，i．鋸晦ぎ・にも1つとも

長賦い露ぜ『、　雀離襲 ）葎弄編i瞼は1鱗一一づ傑靱駅　1晦糞轟（今譲一層，1ゾを（弩1叢プ懲韓紅1烹1準難博㌧　1二賦）、擬うlll瓜

隔方1箆反対轍す蘇フ臆，圏転導爾端で／ll沁1、解）間瓢伝動戴，，、勤．モ武こ撚こ、敦る、，農）び）備心1輪

は，それぞれ、反対劇賑1〆ながら》すべ』鱗僻に、、財飾、　防麟測、鄭磁鋳・》側方では対
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　ビストン　バイブ真頗ごストン採泥器中もつ、呉　轟欝、，．部分の 一　　i鵡償なぜ獄ら，採取さ

勲．矯二巧翌，）質はビ、ストソ毒ノ働覧．≒薯崩蘇　　薮1、》らて醸一！、，ビス！・ソ1・、業『．類撫！〕、）下へ水を滋．さH／

下寿、）　1、へだけ麟1、／l質糊水を通しながら．慧～叙織‘1、）わずかな奪1鷹 ノ難麓浮躍）作矯｝（3楽に勤か

な／．滑耀噸ら蹴い．、ピストソが水をPll二か／、．縷贋1管編　　瓠。罪・トγ◎下に水が入り込むため，眠

質紛翼アが饗｝べな蕎、水を下ンξ煙、）通きない賦．践トγ1、よ，二駕ア管を水中1繭嘘1める時1葱ストソ
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バイプ韓ピス事ン管を踊いた海浜堆積麟の研究法暑

K．N．Nむ號蕊ki盆

遷本文舞訳

海岸を研究する際紛特殊性は，砂浜，砂洲およびヅル虜淳を構成“捻聾各種の集積海浜麟の構

造を研究すること1こある、、」の海浜履の購遼蟹ギ、霜石学的および鋤物相上の問題を解明する

鉱とによ甲て，海浜層の生成　が浮出されてくる、こグ集積麟の構造を研究する捻と鵜｝〔ザ ）

て，われわれはこの集積綴の各発凝蜘／．1（の遂次性）を復元することができるし，それによつ

て，…定の地形条件を付与する海奉妹進化型式範関減i）一般嚢1勺な規酬生が明らかにされる。地燭

の物性からみた砂騰・粘土層・織穀／躍よどの各層の相関関係にー箔・ての考え方や近代酌な絶対

爵籍代決定法を利用すれば，各種の集徴体を補給した濁瑚6轡積プ擢ll）算定どか，各海岸部および

その近辺の削鋼遜度とか形態の生長状態，転換，運搬○）学ンボに関してσ）数字的な特性を知る

ことができ難。ごのような研究）結果鳳して，さら紅，呉体的プ数字の大小で示される各海岸

癒域の発展現象を予測で懸る可能性が生じてい蔦．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　懸

それだけでなく，灘浜簿の研発にはさらに1輩，1い撤値が奮まれてい‘，大陸から海へ運ばれる

多量の物質は海岸地帯を避過墾5、、その際にその物質は，化学変化を受けながら，機械的な分

級作綿と位置の変化を受けぞ，そして一部は海購、地帯に沈積し，他は公海轍運び去られる。海

浜層の構遣とその複雑な形成過程の研謝は，全海域載、おける堆積形成作用の一般的癒過程を研

究するために欠くことがごきない。

海浜層の研究はきとく瓢陸成および海成解期屡の闘の境界がそこを遜るので夢きらに箋叢で

ある．水域の発展史を詳細に購らかに腓，一　霧瞳の成霞になる海浜罵の相関関係に対してシあい

繍で／こすでに大羅な関心が寄せられてきた，．、まE海浜麟紅ついズは，多、煮の海浜フアウナや

沈殿物の岩石学的な研究を積重ね孝胤とによつて，地形学的な鐵然環境O）転換史が浮出さ治、瓢

また，海岸地帯で特徴鵜ある海浜麟も，その組成撫成鐵から見ればその種類はきわめて多様

であ讐）ことを強調したい．多くの有用鉱物，例えば石炭・石油・鉄・ツソガγ鉱・ボーキサイ

ト，執ま海浜潜ととくに成繭的麺密接な関係をもつている、

　Uたがつて，晦岸地帯の理、世相を研究すれば，『また沈積作用の実際の環境と海浜層4）研究煮
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